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渋滞する
のかい？

しないの
かい？

どっちな
んだい！

？
班員：中山凜空（班長） 井上皓介（副班長）

清水美咲希（外渉） 矢口未於乃（データ）
伊藤彩乃 斎藤すみれ（書記）

担当教員：和田健太郎 TA：岸川知樹
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交通容量上のボトルネックにその地点の交通容量を超える交通需要
が流入しようとするときに、ボトルネックを先頭にしてその上流区間に
生じる車両列（渋滞車列）における交通状態（待ち行列）

今回は信号で2回以上待つことを渋滞と定義した

渋滞の定義
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運転中
疲れる

イライラ
する

トイレに
行けない

いつ着くのか
わからない

渋滞の問題点
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渋滞箇所

筑波大学周辺の渋滞発生箇所
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• 循環バスの右回り、左回りのどちらも通る
• メインキャンパスの最も南側の入り口

→つくば駅を利用する人、自転車、車が集中
• 筑波大学職員と大学病院職員が利用

重要な入り口

松見口の特徴
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目的

松見口交差点の渋滞の状況を把握し、
渋滞を解消する方法を提案すること。
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[道路名]

•南北方向に大学通り
•東西方向に市道1015号線と市道2017号線

[周辺の建物]

•筑波大学附属病院、筑波メディカル
センター病院

•住宅地

交差する道路及び周辺について
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筑波大学附属病院

メディカルセンター病院

つくば看護専門学校
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【期間】10/19、20 朝7：30～9：00頃

【方法】
・2地点に一台ずつビデオカメラを設置

・実際に観測車で渋滞へはまり、2つの交差点を通過
した時刻を記録

調査概要
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合計で90秒のサイクル（平日朝7時から9時では一定）

現示1 23秒 現示2 30秒 現示３ 28秒

3秒 3秒

3秒

附属病院

メディカル
センター

信号について
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車で2つの交差点間を
通過するのにかかった
時間を計測する。

筑波大学附属病院

調査方法

大学循環バスの入った
時刻を調べる。つくば看護専門学校

信号の間隔と右左折・
直進の車の台数を調べる。

筑波メディカルセンター病院

11

1.背景および目的 2.中間発表の振り返り 3.状況把握

4.渋滞解消法の提案 5.まとめ6.今後の課題7.参考文献

11

累
積
台
数

時刻

旅行時間

渋滞による
遅れ時間

累積図

赤…流入曲線

青…流出曲線

緑…赤線を平行
移動したもの

黄…総遅れ時間
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※調査時間：7時40分から8時36分

渋滞時間：7時41分頃から8時37分頃

※調査時間：7時52分から8時36分

渋滞時間：7時52分頃から8時36分頃

流入曲線と流出曲線の間に空間が生じていることから
渋滞が発生していることが読み取れる

1日目累積図 2日目累積図

時刻時刻

累
積
台
数

累
積
台
数

累積図
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流出曲線の傾き

流入曲線（流入台数が増加
している部分)の傾き

流入台数の分析

比率から
交通量が何％超過しているか

求める
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①)流出曲線の傾き

（台/時）

②)流入曲線の傾き

（台/時）
②÷①

1日目 310 397.1 1.28

2日目 312 446.7 1.43

1日目:最大28％の流入超過 2日目：最大43％の流入超過

10分で数十台分の流入を減らすことができれば理論上渋滞は解
消する！

流入台数の分析結果
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平均遅れ時間=総遅れ時間÷通過台数

総遅れ時間(台・時) 平均遅れ時間(分)

1日目 12.96 2.66

2日目 13.51 3.54

たった１時間程度の渋滞から1日目は約13時間、
2日目は約13時間半の総遅れ時間が生じている

総遅れ時間と平均遅れ時間
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バスには1台30人、
乗用車には1台1人乗っ
ていると仮定

バス考慮時の総遅れ（人・時）

1日目 26.25

2日目 25.9

バスを考慮すると遅れ時間は2倍に増加する！

バス考慮時の総遅れ
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経済損失（円/時）

1日目 52,526

2日目 51,809

1人1時間当たり2000円の時間価値を持っていると
仮定し、1時間当たりの時間損失を計算

週5日、1ヶ月4週間とすると1ヶ月で100万円以上の経済損失

渋滞による経済損失
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バスデータ分析

●

★

★

筑波大学附属病院

筑波メディカルセンター病院

つくば看護専門学校

平砂学生宿舎
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バスデータ分析

[データ概要]
関鉄バスの、車体番号,方角,速度,座標を6秒ごとに記録したもの

(未来社会工学開発研究センター様より)

[期間]
2021/10/1 〜 2021/10/28
2022/10/1 〜 2022/10/27

[明らかにしたいこと]
渋滞の有無
渋滞ごとの総遅れ時間
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バスデータ分析

バス番号 ⽇時 ⽅⾓ 速度 緯度 経度

2156 2022/10/27 4:56 7 53 36.08195 140.1069

2156 2022/10/27 4:56 7 54 36.08255 140.1065

2156 2022/10/27 4:56 7 53 36.08315 140.1061

2156 2022/10/27 4:56 7 53 36.08374 140.1057

2156 2022/10/27 4:56 7 53 36.08434 140.1053

2156 2022/10/27 4:57 7 54 36.08494 140.1049

2156 2022/10/27 4:57 7 55 36.08555 140.1044

2156 2022/10/27 4:57 7 52 36.08613 140.104

2156 2022/10/27 4:57 7 43 36.08675 140.1036

いただいたプローブデータの一部

作成した散布図の例
（これは2021/10/11の朝のもの）

渋滞の発生が読み取れる
平日のみに見られた
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総遅れ時間の計算

(総遅れ時間) =

310×(渋滞時間)×{(最大旅行時間)-(平均通過時間)}×0.5 
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数

時刻

赤…流入曲線

緑…赤線を平行
移動したもの

黄…総遅れ時間

渋滞による
遅れ時間

旅行時間
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朝の渋滞
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2021年10月

総待ち時間

2022年10月

平均 標準偏差

21.75208 6.388913518

平均 標準偏差

17.72189 6.179289968
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朝の渋滞

平均 標準偏差

21.75208 6.388913518

平均 標準偏差

17.72189 6.179289968

2021年10月

2022年10月
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2021年10⽉ 2022年10⽉

総遅れ時間

どちらも

たった１時間程度の
渋滞から20時間程度の
総遅れ時間が生じている
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夕方の渋滞
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夕方の渋滞

2021年10⽉ 2022年10⽉

総遅れ時間
平均 標準偏差

22.09188795 6.262084

平均 標準偏差

16.11412611 6.204055

2021年10月

2022年10月
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どちらも

たった１時間程度の
渋滞から20時間程度の
総遅れ時間が生じている
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プローブデータまとめ
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①1時間程度の渋滞が20時間程度の総遅れを発生させる

②2021年も2022年も渋滞の規模感はあまり変わらない
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①信号の秒数を変更（供給を増やす）

②流入量の変更（需要を減らす）
・迂回ルートの提案

・周辺駐車場の管理

・時差出勤の提案

渋滞解決策
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解決策①について

昼間の信号のサイクルは朝と異なる（括弧内は朝の秒数）

歩行者信号が朝より4秒少ないことに注目！

合計で80秒(90秒)のサイクル

現示1 20秒(23秒) 現示2 26秒(30秒) 現示３ 25秒(28秒)

3秒 3秒

3秒

附属病院

メディカル
センター
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信号の秒数を変更する
・歩行者信号を－４秒、南北方向を＋４秒

解決策①について

合計で90秒のサイクル

現示1 23秒＋4秒 現示2 30秒ー4秒 現示３ 28秒

3秒 3秒

3秒

附属病院

メディカル
センター

30

1.背景および目的 2.中間発表の振り返り 3.状況把握

4.渋滞解消法の提案 5.まとめ6.今後の課題7.参考文献

30



2022/12/19

6

需要（流入量）を変更する

渋滞が始まる7時50分から10分間で20台分の
流入を減らしたい

解決策②について
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・迂回ルートの提案

・駐車場管理

・時間差出勤

需要を20台減らす方法
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迂回ルート

迂回ルートを提案し、分散させる

迂回ルート
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通常時－約70秒

迂回 －約105秒

（渋滞無しの場合）

約35秒しか変わらない！
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•医学ゲート駐車場では約325台が駐車可能
•現在は大学内部からしかアクセスできない
提案①

•筑波技術大学正面付近に入口を設ける

•ゲート付き駐車場の為、通り抜けに使われる心配もない
•夕方の渋滞解消にも貢献する

駐車場管理
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入口ゲート

←平砂宿舎駐車場

約325台が

駐車可能

駐車場管理
筑波技術大学

↓
出口ゲート
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↑医学ゲート駐車場内部から

↑筑波技術大学前から

駐車場管理
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・現在は駐車場に右折入庫する車で少し渋滞する

提案②

筑波メディカル第3駐車場の入り口を西側に増やす

・松見口での左折車が減る

・大学病院前交差点には右折レーンがある

・迂回ルートで大学病院前の交通量が増えることが予想されるの
で入庫渋滞をなくす

駐車場管理
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右折レーンあり

松見口交差点

ここで右折待ち

駐車場管理
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↑駐車場西側

駐車場管理
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•広島大学、東京医科歯科大学、北海度大学では未就学児の養育や
要介護家族の介護が目的の場合に時差出勤が認められる。

•東京外国語大学では通勤時の混雑回避を目的としての勤務時間の
変更が認められる。

時差出勤

対象交差点では大学職員が主な利用者

就業時間を分散させれば渋滞を解消できる！
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・利用したシミュレーター：Aimsun.next

・利用したデータ：2日目の調査結果

・車両台数は調査結果を、バスは時刻表を参照

・現在の渋滞状況を可視化

シミュレーションを用いた分析

41
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現状の再現
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つくば看護専門学校

メディカルセンター病院
大学病院

42
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・シミュレーションにおける一台
当たり平均遅れ時間：3.53分

遅れ時間について

・累積図から求めた遅れ時間が
3.54分なのでほぼ一致
→正確なシミュレーションである

・横軸に時刻、縦軸に1台当たり
の平均遅れ時間がとってある

43
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信号を変更した際のシミュレーション

44※歩⾏者信号-4秒、南北⽅向信号+4秒
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大学病院

つくば看護専門学校

メディカルセンター病院

44

需要を変更した際のシミュレーション

45※南北⽅向の需要-20台
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大学病院

つくば看護専門学校

メディカルセンター病院

45

※信号は＋4秒、需要は－20台

信号・需要共に変更した際のシミュレーション
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大学病院

つくば看護専門学校

メディカルセンター病院

46

遅れ時間の変化

対策前の遅れ時間
1台当たり平均3.54分

対策後の遅れ時間
1台当たり平均1.06分

※横軸は時刻、縦軸は1台当たりの平均遅れ時間 47
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47

遅れ時間の変化

49

対策前 信号＋4秒 需要－20台 対策後

平均遅れ時間

（分） 3.54 1.19 2.90 1.06

総遅れ時間
（台・時間） 13.51 4.54 10.1 3.69

経済損失
（円/時） 51,802 17,560 40,224 15,084

渋滞最後尾
北大通り交差点

付近
天久保大学通り
商店街付近

つくば看護専門
学校付近

メディカルセンター

立体駐車場付近

シミュレーションを用いた分析結果
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まとめ

49
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[目的] 松見口交差点の渋滞の状況を把握し、
渋滞を解消する方法を提案すること。

[提案] 信号の秒数を4秒増加し、
需要を20台減少させる

49

今後の課題

信号について
・信号の秒数を変更可能か打診

需要（流入量）について
・迂回ルートを通った際の自転車や周辺住宅地などへの影響

・道路利用者に迂回ルートを周知

・駐車場の整備が可能か打診

1.背景および目的 2.中間発表の振り返り 3.状況把握

4.渋滞解消法の提案 5.まとめ 6.今後の課題 7.参考文献

50
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